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第９回武蔵野市教育基本計画（仮称）策定委員会 
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○出席委員 

  葉養委員長 小山田委員 松澤委員 本郷委員 井原委員 原委員 
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午後 ７時００分開会 

○秋山教育企画課長 皆さん、こんばんは。天候が悪い中、第９回になりますけれども、

教育基本計画（仮称）策定委員会にご出席いただきましてありがとうございます。 

  本日、小島委員のほうなんですけれども、ご親族の方に不幸があったということで急

遽欠席ということと、あと磯川委員になりますけれども、仕事の関係で１時間ぐらいお

くれるという報告がございましたので、すぐに始めていきたいと思います。 

  第８回、８月25日に行われまして、事務局のほうで第８回の皆さんの意見をもとに総

合的に直して皆様にお送りさせていただきました。それから、理事者、市長、副市長に

も現状の案の段階で方針の説明をしております。理事者からは、教育基本計画と生涯学

習計画との関係というか、名称がややこしいんじゃないかというところが指摘されたと

ころでございます。 

  本日は、既に配付させていただいた案のほかに、これはきょうの委員会とは直接関係

ございませんけれども、「平成21年度武蔵野市の教育」と、「教育委員会の事務に関す

る点検評価の報告書」ができましたので配付させていただいております。 

  本日の進め方ですけれども、中間まとめになりますけれども、１つはパブリックコメ

ントの扱いを確認させていただく。それから、２つ目に教育基本計画という、仮称です

けれども、この名称に関してこの段階で変えさせていただきたいということで話をいた

します。３番目に中間報告、実際の中身に関してご議論いただきたいと思っております。

本日が中間報告までの最終ということで、報告書を練り直したり、あるいは印刷等のと

ころで時間が限られておりますので、１章、１章やっていって、意見が分かれたところ

については方針を確定させて終わらせていきたいと思いますので、よろしくお願いしま

す。 

  それでは、最初にパブリックコメントに関して説明をいたします。 

  こちら１枚、この中間報告を１枚めくっていただきまして、こちらに書いております

けれども、武蔵野市では、こういう計画を策定する際には、もう六、七年になりますけ

れども、中間の段階で中間まとめを市民の方に公表して、それに関して意見をいただく

と。その意見をもとに最終報告をまとめていくという形をとってございますので、今回

の計画も事前にお示ししていましたけれども、この方法でやっていきたいと思います。 

  具体的には10月15日の市報、それからホームページで掲載いたします。なおかつ報告

書に関しては、教育企画課あるいはコミュニティセンター等において、２週間、パブリ

ックコメントを求める形になります。30日が締め切りということで、郵送、メール、フ

ァックスで受け付けます。それから、出てきた意見に関しては、その考え方に関して、
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我々の考え方、策定委員会では市も含めて考え方をホームページで回答していこうと思

っています。ただ、全件というのは難しいので、おも立ったところ、あるいは同じよう

な意見はまとめて、こういう形で検討するとか、それは書かれているとか、そういう形

で対応していきたいと思います。ですので次回の11月20日の委員会は、そのパブリック

コメントに関して、あるいは市の考え方を中心にやっていきたいと考えております。 

  続きまして教育基本計画、この仮称で今まで進めてまいりましたけれども、名称の扱

いに関して皆様にご議論、いただきたいと思っております。現状では、もともと学校教

育をやりますよということで皆様にお伝えして、それから設置要綱のほうの第２条で所

管事項とございますけれども、そこの中でも学校教育に関する具体的な施策の推進のた

めの調査及び検討としているところでございます。 

  一方、市のほうでは今年度、この学校教育とは別に生涯学習計画の策定の年で、同時

に進んでおります。こちらの計画は10月15日号で市報に出しますけれども、生涯学習の

ほうは半月おくれで、11月１日に市報に出してパブリックコメントを求めていくという

形になっています。ですので、最初にこちらが出ていくので、教育基本計画とありなが

ら生涯学習の部分がないじゃないかという、そういう意見も出てくる可能性もあります

ので、やはり市の教育委員会の中の生涯学習、学校教育の両輪ということで、学校教育

が見える形で、武蔵野市学校教育計画ということで固めてしまいたいと思いますけれど

も、それに関しても意見をいただきたいと思います。 

  ２点、パブリックコメントと計画の名称、武蔵野市学校教育計画ということで意見を

いただければと思います。 

  委員長、よろしくお願いします。 

○葉養委員長 それでは、改めてこんばんは。 

  きょうの進め方、ちょっとお話させていただきますと、各章ごとにご検討いただくの

ですが、４章、５章がかなり重い箇所なので、できましたら１章から３章のあたりは15

分程度、あるいはそれよりも少なく終わってしまえば。そういうことでお願いして、４

章、５章あたりに少し時間をとらせていただければと思っております。 

  それでは、まず今までの事務局からの説明につきましてご協議いただければと思いま

すけれども、10分から15分ぐらいの時間を一応考えておりますけれども、今の１つは会

議の進行についてと、２つ目はパブリックコメントについて、３つ目は教育基本計画

（仮称）の名称についてと、３点についてご説明ございましたが、まず会議の進行につ

いて何かご意見等ございますか。これからの進め方ですね。あるいはご質問ございます

か、意見というよりもご質問。まあパブリックコメントにこれからかけるというスケジ
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ュールのようでありまして、きょうから１週間後あたりからもう具体的に作業に入らな

いといけないということでございます。パブリックコメントを受ける中で、また修正と

いうのが出てくる可能性がございますので、できましたらきょうの段階でパブリックコ

メントにかける大きな骨格は固めていただければと思うんですが、手直しはまだこれか

らできます。 

  会議の進行について、よろしゅうございますか。何かご質問等ございますか。スケジ

ュール的なことですね。 

  それでは、２番目にパブリックコメントについてということで趣旨説明がございまし

たが、この趣旨説明の文言につきまして、何かご質問とかご意見とかございましたらお

願いしたいんですが、いかがでしょうか。ここは……。 

  どうぞ。 

○原委員 あれですか、パブリックコメントの趣旨というところのこのページの中のこと

でということですか。 

○葉養委員長 ええ。 

○原委員 ちょっと気になったのが１カ所だけありまして、この３行目の「このような状

況に対応するため、」というところで、対応するために教育基本法が改正されたという

ことになっているんですが、このような状況というのが何を指しているかというと、少

子高齢化に伴う人口構成の急激な変化や経済のグローバル化、高度情報化によるネット

ワーク社会の進展を初め、私たちを取り巻く社会の変化は著しいものがございますと。

教育の分野においても例外なくと。このような状況と、このような状況に対応するため

に教育基本法が改正されたという流れで、これ読み取れてしまうんですけれども、ちょ

っと違うんじゃないのかなというのが読んだときの印象だったんですが。教育基本法が

改正されたのが、何に対応するためなのかというあたりを、このようなが指している内

容がどうも、私はきちんと落ちなかったというところなんですけれども。 

○葉養委員長 ありがとうございます。多分そういう箇所が、ちょっと文章表現である感

じはしますので、これは最終報告になることではないので、一応またそういう意見がパ

ブリックコメントに出てくるかもしれませんので。 

  どうぞ。 

○秋山教育企画課長 もう少し状況に関して、詳しい例とか出したほうがわかりやすいと

いうことで、あるいは逆に言うと、もう１つは教育基本法等も改正された、そのような

状況の中でと書いたほうがいいということでしょうか。 

○原委員 何か、簡単に言ってしまったら、「このような状況に対応するため、」という
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のはとってしまって…… 

○秋山教育企画課長 わかりました。 

○原委員 教育基本法の改正というのは、きっとこのような状況に対応するために出たん

じゃないというふうに私は思っているんですけれども、改正の趣旨はきっと違うんじゃ

ないのかなと。 

○秋山教育企画課長 わかりました。こちらのほうで調べて、対応したいと思います。 

○葉養委員長 ほかにございますでしょうか。 

  字句修正の箇所はちょっとある感じはするんですよね。日本語の流れとして、係り結

びの関係がちょっとおかしいとか、そういう箇所はかなりある感じはするんです。だか

ら、それはまたパブリックコメントも１つのプロセスですけれども、また何カ月かかけ

て詰めていくという必要があるかなと思うんですが、そういう一環ですよね、原先生の

ご指摘は。 

○原委員 そうなんですけれども、何かこれを市民の方がお読みになったときに、教育基

本法の改正って、それに対応するためだったのかというとらえ方は多分…… 

○葉養委員長 それはそうですね。 

○原委員 ほかにもあっても、ちょっとここだけは直したほうがいいという気がするんで

すが。 

○萱場委員 この部分は最終的な形には残らない、パブリックコメント限定の文言なので、

原委員のおっしゃったことはよくわかりますので、事前に訂正すべきだと。 

○葉養委員長 そうですね。あと「教育関連法案の改正」と、これ「案」は要らないです

ね。「教育関連法の改正」と。本文の中にも入っているんですけれども、法案じゃない

んですね、法になってしまっているから。そういう箇所がちょっとありますので、大き

な趣旨の点で、もしここは根本的にちょっとまずいんじゃないかという箇所がございま

したらご指摘いただいて、文章表現等はちょっとまた後でならしていただければと思い

ます。多分、事務局もパブリックコメントにかける直前まで詰めていくんでしょうから、

表記は少し修正される可能性があるということも含めて、ちょっとご審議いただければ

と思います。 

  ほかにちょっとお気づきの点、細かい点でも結構なんですが、このパブリックコメン

トの趣旨という箇所でございませんでしょうか。もしなければ、後ろのほうがちょっと

重いものですから、先に進めさせていただければと思うんですが、よろしゅうございま

すか。またお気づきの点ございましたら、さかのぼっても結構でございます。 

  もう１つの教育基本計画（仮称）の名称についてと。これはかなり重要な問題かもし
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れないんですが、先ほど武蔵野市学校教育計画ということで表記してはという事務局案

が出ましたが、これについてはいかがでしょうか。生涯学習計画がつくられつつあると。

それに対応して、学校教育計画という表記に変えてはどうかということですが、何かほ

かの考え方とかございますか。よろしゅうございますか。何も意見がないとちょっと不

安な。 

○安藤委員 変えたほうがいいと思います。 

○葉養委員長 変えたほうがいい。 

○安藤委員 中身が学校教育なら。 

○葉養委員長 ありがとうございます。 

  それでは、この一番最初の部分はちょっと先を急がせていただきますけれども、あと

のほうにちょっと時間をとっておきたいものですから。一通り終わらせていただきまし

て、第１章のほうに移らせていただければと思います。 

  それでは、まずは事務局のほうから第１章の説明をお願いいたします。 

○石代統括指導主事 それでは、１章ごとにということなので、１章ごと、説明をさせて

いただきます。 

  第１章につきましては、計画作成に当たってということで、まずは背景と趣旨という

ところでございます。まず、そこの上のほうの部分で、社会を取り巻く情勢や、それに

伴って教育を取り巻く環境なんかも変化をしてきているという書き方をさせていただき

ました。そして、そのような中、その次の「そのような状況の中で、」というところか

ら法改正のこと、教育基本法が改正され、その後、学校教育法等の関連法案も、これ法

案がちょっと出ていますけれども、改正されたというようなことを書かせていただきま

した。これらの環境や、あるいは法改正に対応するために、武蔵野市の目指す学校教育

の方向性について現状や課題を整理いたしまして、重点的に取り組む施策等を市民の皆

様に広く提示していくというような趣旨でございます。 

  それから、今回、１ページの下の部分ですが、教育改革の考え方、本市の考え方とい

うのを少し載せさせていただきました。構造改革などもある中、教育なんかも特区を初

めとしていろいろな教育改革が、また区市、近隣市でも進められていますが、本市にお

きましては飛びつくというかね、言葉は悪いんですけれども、そういったものではなく

て、武蔵野市の各学校が行ってきたこれまでの取り組みについてもう１回見直したり、

それをより充実や発展させるというような、そういうような方向で議論をしていくとい

うふうな形にさせていただいています。コミュニティスクールあるいは学校自由選択制、

小・中一貫校などの設立等につきましても、事務局としてはじっくり考えながら、性急
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には手を出さないよというようなことで書かせてもらっていますので、もしこれについ

てご意見あればよろしくお願いします。 

  あと、２ページにつきましては、武蔵野市の教育基本計画（仮称）の位置づけという

ことで、先ほど名称が変わったということで、その関係図というものを出してあります。

これにつきましてもご意見ありましたら、よろしくお願いします。 

  以上、よろしくお願いします。 

○葉養委員長 どうもありがとうございました。 

  それでは、主として１ページだけのご議論ということになりますが、この１ページに

つきましてお気づきの点ございましたらお願いしたいんですが、いかがでしょう。 

○安藤委員 このページも含めて、まず１つ全部なんですけれども、できれば言葉の説明

文をつけていただきたいなという思いがあります。例えば１ページの学校自由選択制度

というのは漢字を読めばわかると思うんですけれども、コミュニティスクールというも

のがどういうものであるかというものを、読んだ市民はわからないんじゃないかなとい

う思いがあります。あと、後ろのほうに出てくるＯＪＴですとか小一プロブレムですと

か、そういうのも多分、市民にわかりやすいように言葉の説明文みたいのが最後にちょ

っとついていたらいいんじゃないかなというふうに思いました。 

○石代統括指導主事 脚注などを使いまして、説明させていただきたいと思いますので。

ありがとうございます。 

○安藤委員 あと、それから２ページの図なんですけれども、私の思いとしましては、学

校教育のこの輪と、それから生涯学習の輪が交わるといいなという思いがあります。 

  以上です。 

○葉養委員長 どうもありがとうございました。 

  どうですか。 

○秋山教育企画課長 図面の中では交わっていない。要するに、同じ中ですべての計画が

連携をとっていくということで表示しているんですけれども、より連携、これだと連携

していないんじゃないというふうな形をとられるとすれば、矢印とか、あるいはどこか

重ねるとか、すごくわかりやすく我々のほうではしたつもりなんですけれども。 

○葉養委員長 ほかにいかがでしょうか。 

  どうぞ。 

○小山田委員 １ページの、「本計画は、５年間の教育のあり方に焦点を絞って検討を重

ねてきました。そのため就学前教育や幼保・小の連携については、異校種間連携の中で

触れるに留まっています。」という表現は、そこが強調された書きぶりになっているの
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で、この計画の策定の背景・趣旨に即した記述の工夫がいいのではないかと思います。 

○石代統括指導主事 はい。 

○小山田委員 あと第１章の「１」と次の項目の数字の「１」が、同じ数字になっている

ので、章は「Ⅰ」で、次の項目は「１」の記述の仕方がよいと思います。 

○葉養委員長 まあ時計数字にしたらということですよね、章を。 

○小山田委員 ああ、時計数字というんですかね。 

○石代統括指導主事 章のところをローマ数字にというふうにですね。 

○葉養委員長 ええ、時計数字。 

  ほかにいかがでしょうか。 

  どうぞ。 

○原委員 段落でいうと１段目と２段目なんですが、ここ似たような書き出しだけれども、

何かちょっと微妙なニュアンスの違いがあって、社会を取り巻く情勢と教育を取り巻く

環境という何か対照的に置いてあるんですが、もしかしたら情勢のほうはすごく大きな

ことを取り上げているんですが、上のほうに。教育を取り巻くところは、何かそれに比

べるとすごく何か、何だろう、保護者の労働時間の長期化とか親子の接触の時間の減少

とか、何かすごく狭いところの指摘なような気がしたんですけれども、これをもし教育

を取り巻く環境が変化しているということで、何かもう少し大きな変化がその前にある

変化として述べることが必要なのかなという気がしているんです。つまり、１段目の段

落と２段目の段落の変化の例の規模が、何か同じ水準じゃないように感じたんですけれ

ども。それで３段目を読むと、何かこれだけがぽっと入ってしまっているような気がし

て、むしろ何かこういうことを教育を取り巻く変化で言えば、もう少し大きな視点から

の指摘になるのかなという気がしているんですけれども。それが１点と。 

  もう１つは、さっき統括のほうからお話があったんですが、最後のところの段落で、

本市においてはこうした制度改革に性急に取り組むんじゃなくというところで、このこ

とはとっても、これはこれで私たちずっとそういう気持ちでやってきたからいいんです

が、なぜ本市ではそういう制度改革に早急に取り組むんじゃなくてということの何か、

何というのかな、理由づけというか、なぜ本市ではこういうふうな方向で検討してきた

のかというあたりが、もう少し説明があったほうがいいのかなというふうに思ったんで

すけれども。ちょっと何かここだけ読むと、ではどうして本市でやらないのかという疑

問が出るというふうに思うので、それはこういう理由からですよという何か説明がちょ

っとほしいかなという気がしました。 

  あとは非常に瑣末なことなんですが、文末の文体なんですけれども、例えば「まいり
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ました」とか、「いたします」とか、「おります」がという言葉がところどころまじっ

ているのが、全体の文末とちょっとそこだけが丁寧過ぎる表現になっているかなという

ことを感じました。 

  以上です。 

○葉養委員長 どうもありがとうございます。ここの箇所は、全体を通しての理念的な箇

所なので、重要な箇所なんですけれども、つっつき出すと多分端から端までいじらなき

ゃいけないような感じもあるんですけれども、だから最終的には事務局にお任せするし

かないのかなと思うんですが、確かにちょっと微妙な箇所はありますね、この箇所にで

すね。 

  一番最後のところも、これは安藤さんがおっしゃったこととも絡むんですけれども、

「自由選択制度（通学区域の弾力化）」と書いてあって、通学区域の弾力化が学校自由

選択制度とイコールじゃないんですよね。文部科学省は、通学区域の弾力化でとめよう

というむしろ気持ちが強い。だから、学校選択制というのは余り積極的じゃないですよ

ね、はっきり言ってね。規制改革のほうから出てきたやつですから、選択制度はね。臨

時教育審議会、きっかけもそうですね。 

  あとコミュニティスクールというあたりも、民主党政権はだけどマニフェストに盛り

込んでいるんです。菅直人さんの足元ですかね、ここは。何となくだから、コミュニテ

ィスクールというのも、全国、今500校近くになろうとしているんですけれども、中身

がまちまちなんですね、全国調査をやった結果を見ると。本当にこれが、コミュニティ

スクールなのというやつがいっぱいあるんです。だから、そこら辺をもう少し整理しな

きゃいけないんじゃないかというふうに前川審議官なんかはよくおっしゃっているんで

すけれども、ただ現実はそういう状況なんですね。看板だけコミュニティスクールにな

っているとか。 

  だから、そういう何か、いわゆる法律上のコミュニティスクールじゃないけれども、

本当の意味での武蔵野市ならではコミュニティスクールは追求するんだよということも

全部なくしてしまうのか、なくしてしまわないのかですね。だからなくしてしまうとい

うところまで、何か議論はしていなかったような気もするし、性急にというあたりも、

何かほかの自治体が見ると、ちょっと何かかちんとする、かちんとしてもいいんですけ

れども、だから少し文言を工夫したほうがいいのかなという、余りストレートに出さな

いほうがいいところもあるのかなという感じはちょっとしたんです。まあ事務局にお任

せします。 

○石代統括指導主事 そこは、少しこちらでも検討させてください。 
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  あと、原先生が言った「おります」「まいります」というようなものも、本当に混在

していますので、そこは直していきます。 

  また、実は本文の中にも、この改革に関して少し触れているところもございます。例

えば、今コミュニティスクールなどの話や菅代議士の話もありましたけれども、例えば

11ページの真ん中辺には、重点の真ん中辺です、重点３の。さらに、今後の国の動向も

視野に入れて、市民や地域の学校運営ヘの参画についての新たな仕組みづくりも検討し

ていきますというようなものを入れたりだとか、あるいは８ページの家庭や地域の中で、

家庭や地域の４行目ぐらいですか、こうした学校と地域のかかわりを重視して、本市で

は学区制を堅持しています。そういったものも、この中では少しずつ入れながら説明を

していきたいと思っています。もう一度、この下のほうの５行ぐらいですか、言葉を含

めて、「性急」という言葉を含めて整理していきたいと思います。 

○葉養委員長 どうもありがとうございます。 

  ほかにお気づきの点ございませんでしょうか。 

  きちんとここで固めてしまうということは恐らくできないと思いますが、お気づきの

点をいろいろ指摘していただいて、パブリックコメントの日まで、多分事務局のほうは

かなり詰められるんでしょうから、その作業にゆだねさせていただくという形になろう

かと思うんですが、細かいことでもお気づきの点ございましたら。 

  よろしゅうございますか。一通り第１章の箇所でございますが、また全体を通して見

直していただくような時間も持てると思いますので。 

  それでは、第２章のほうに移らせていただければと思います。 

  それでは、まず事務局のほうからご説明をお願いいたします。 

○石代統括指導主事 第２章です。特色ある学校教育の取り組みということで、これまで

に武蔵野市の各学校が取り組んできたものを、ここで大きく４つの項目に出しながらま

とめてきました。前回は取り組みごとに書いていきました。ランニングフェスティバル

はどんな感じなものだとか、あるいは演劇教室はどうとかということで、ちょっとばら

ばらの感がありましたので、今回は４つのものをまとめさせていただいています。 

  １つが、身体・言語・自然を重視した教育ということです。平成16年３月の武蔵野市

の学校教育のあり方検討委員会の報告書、これの中に身体・言語・自然を重視した教育

等ということがございまして、学校教育全体で取り組んでいこうということなんですが、

市教委としても、その方策を推進するためにも市内中学校総合体育大会だとか、ランニ

ングフェスティバル、そして子ども文芸賞やセカンドスクールといった身体・言語・自

然にかかわるような施策をここで出させていただいています。 
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  そして２番目なんですが、人材を活用した学習指導等の充実ということです。これは

個に応じたきめ細かな指導の充実や学習効果の向上、あと読書活動の充実なんかを目的

といたしまして、学習指導員や図書室サポーター、理科教育の理科専科教員なんかも、

さまざまな人的な支援として学校教育の中で行っているということでございます。 

  また、３番目の子どもたちの文化・芸術活動の充実ということでは、本市は従来から

オーケストラ鑑賞教室や演劇教室あるいは各種のジョイントコンサートなど、子どもた

ちに音楽や演劇などの文化・芸術的活動に触れる機会を多く持てるように努めてきたと

いうことで、こんな形でまとめさせてもらっています。 

  そして最後に、地域と連携した教育活動ということです。各学校とも現在もいろんな

知識や技能を持った地域の方々を学校に招きまして、そういった教育力を生かした学校

教育を行っております。そして開かれた学校づくり協議会なども設置いたしまして、学

校運営の参画だとか、あるいは教育活動への支援なんかを目指してやってきています。 

  これまでの教育ということですので、そういったものを４つの項目ごとにまとめさせ

ていただいたのが、この第２章の特色ある学校教育の取り組みでございますので、何か

ご意見ありましたらよろしくお願いします。 

○葉養委員長 どうもありがとうございました。 

  それでは、この第２章、３ページから５ページまでの箇所でございますが、お気づき

の点ございましたらお願いしたいと思います。いかがでしょうか。 

○小山田委員 ちょっと最初、項目なんですけれども、３つ目の子どもたちの文化・芸術

活動の充実は、目次では「支援」になっていますね。これは支援ですか、充実ですか。 

○石代統括指導主事 充実で。 

○小山田委員 充実。 

○石代統括指導主事 充実で。 

○小山田委員 充実で。では、目次が「充実」になるわけですね。 

  その書きぶりなんですけれども、身体・言語・自然を重視した教育でとまっています

よね。次は、人材を活用した学習指導等の充実という中身が入っていますよね。３つ目

も芸術・文化の充実という中身が入って、最後は地域と連携した教育活動でとまってい

るんですよね。だから、この辺はやっぱり最終的には統一のある表現にしたほうが、パ

ブリックコメントとして出すためにはいいと思いますけれども。実施しているものと、

その中身が入りまじった書き方になっているので。 

○葉養委員長 どうもありがとうございます。 

  これ後ろ全部とってしまっても意味、「の充実」となくても。 
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○小山田委員 そうですね。そのほうがすっきりするかもしれませんね。 

○葉養委員長 つけるとなると全部「の充実」と入れないといけないから、そうすると煩

わしいから。 

  ほかにいかがでしょうか。 

  どうぞ。 

○原委員 多分特色あるということなので、こういう順番になるんだと思うんですが、３

ページなんですが、身体・言語・自然を重視した教育というのであれば、やっぱり中身

は身体から出てくるのが普通の流れじゃないかなと思ったんですが。どうしても本市の

場合は、セカンドスクールというのがどうしても大きな特色なので、そこから出てきて

しまうんだと思うんですけれども、私なんか読んでいたときに、まず身体・言語・自然

を重視した教育というタイトルであれば、自然にかかわるということから出てくる、述

べられてくるのが普通なのかなというふうに思ったんですけれども。 

○石代統括指導主事 そのとおりだと思います。これ事務局でも随分もめました。それで、

その中でセカンドというのがあって、それをまず出そうということだったので、この点

はご意見あると思いますので、委員の方のご意見もいただきたいと思いますので、よろ

しくお願いします。もめたというか、かなり検討した中でこういうふうに置いています

ので、よろしくお願いします。 

○葉養委員長 ほかにいかがでしょうか。今の箇所。 

  はい、どうぞ。 

○田中委員 ４ページ目の人材を活用した学習指導等の充実のところの最後のほうに、特

別支援教育にかかわる部分が書かれているんですけれども、本市の特別支援教育という

のは、本当にここ数年非常にグレードの高いものになってきているというふうに思うん

ですけれども、特にここでティーチングアシスタントを取り上げているならば、サポー

トスタッフをぜひ入れていただきたいですね。サポートスタッフのほうが、よりアセス

メントをきちっと行って配置をしていますし、しかも専門性がより高い、そして学校に

とっても、教員にとってもティーチングアシスタントとは格段のレベルが違うという部

分で、多様な子どもに対するアセスメントができるという意味でも非常に意義深いもの

でありますので、ぜひサポートスタッフについても入れていただきたいと思います。 

○石代統括指導主事 ありがとうございます。入れさせていただきます。 

○葉養委員長 どうもありがとうございます。 

  ほかにいかがでしょう。 

○安藤委員 確認だけお願いしたいんですけれども、プレセカンドが４年生だということ
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がどこにも入っていないのがちょっと気になったんですけれども、あと四角の中に５年

生が６泊から７日、長野県飯山市と新潟県魚沼市と書いてある、この魚沼市、本宿では

プレセカンドでは行っているんですけれども、セカンドでどこか行っている学校がある

かどうかを確認してください。 

○石代統括指導主事 ちょっとごめんなさい、今手元にない。 

○安藤委員 はい。以上です。 

○葉養委員長 どうもありがとうございます。 

  ほかにいかがでしょう。 

○原委員 私がさっきちょっと順番の話で申し上げたのは、セカンドスクールは別に上げ

たほうがいいんじゃないのかなと。身体・言語・自然の中で上げるんじゃなくて、つま

りセカンドスクールでやっているのは自然体験だけじゃないんですね、実際。だって実

際に勤労体験を、稲刈りやったりして、田植えやったりしていたり、それから現地の

方々とも交流的な内容もあるのであって、もちろん自然体験もやっているんですが、そ

ういう意味では何か別項目で、特色あるというところで、もっと総合的な取り組みとし

て上げたほうがいいのかなという気がしたんです。そうすると、一番にあえて自然を持

ってこなくても済むのかなという気はしたんですが。 

○葉養委員長 ありがとうございます。 

  ちょっと身体・言語・自然を重視した教育というのとセカンドスクールということと

の間のレベルがかなり違う感じはするんですよね。身体・言語・自然を重視した教育は

具体的な方策というか、１段落目に書いてあるんですけれども、具体的じゃないですよ

ね。身体・言語・自然を重視した教育って、かなり理念的なレベル。ところがセカンド

スクールと聞くと、やっぱりプログラムであって、かなり具体性を持っている。だから、

原校長のおっしゃるのはよくわかるんですね。セカンドスクールはセカンドスクールと

してというくくり方もあるのかなと。 

  あとちょっと言葉遣いなんですけれども、ファーストスクールというのは確かに出た

んですけれども、果たしてセカンドスクールの対語がファーストスクールであるかどう

かというのは少し原語を調べないといけないので。これちょっと調べたんですけれども、

ファーストスクールという言い方は余り出てこないんですよ、英語のタームの中には。

セカンドスクールというのも、第２の学校ではなくて、セカンドとスクールを固有名詞

のように並べてしまっているんですよね。固有名詞なんですね。一種の固有名詞的に扱

われている感じがするので、本校、セカンドスクールに対して本校ということなんだけ

れども、本校というのがファーストスクールという表記でいいのかどうかということが
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あるので、ちょっとここは外しておいていただいたほうがいいかもしれない。ホームス

クールというのが、何か別の英語のタームが、もし入れるのであれば出てくる可能性が

ある。 

  どうぞ。 

○石代統括指導主事 これ、例えば脚注の部分に説明、セカンドスクールというか、自然

体験の部分でも出てきています。それで検討した中で、セカンドスクールという名称も、

本当にこれは造語なんでしょうけれども、ファーストスクールというものはこういうも

のなんだよと、それで本市でやっているセカンドスクールというのはこういった取り組

みなんですよというような形で、名前としてはかなり定着しているものなんですが、そ

こら辺どうでしょう。 

○葉養委員長 英語としてだから…… 

○石代統括指導主事 英語として。 

○葉養委員長 ええ。これ片仮名ということは英語ですよね、もともとはね。だから、英

語そのものとして、ネーティブの世界で通用するかどうか。セカンドスクールは、これ

ヨーロッパ生まれですからネーティブの世界の言語なんですよね。だけど、ファースト

スクールというのが、だからセカンドスクールに対する言葉として、ネーティブの世界

で通用するかどうかなんですよ、問題は。だから、和製英語だということになれば、和

製英語ですと表記、注として書いたほうが無難だろうと思うんですよね。 

○安藤委員 セカンドスクールは、武蔵野市が決めた固有の名称という…… 

○葉養委員長 いや、ヨーロッパからきた言葉ですよ。ここで会議があったときに、私の

情報だと、だれでしたっけ、審議官をやった…… 

○原委員 奥田先生、カメイ先生…… 

○葉養委員長 いや、もっと前…… 

○原委員 奥田先生、真丈先生。 

○葉養委員長 そうです。奥田真丈先生が取り込んだというのは聞いたんですよ。それで、

その奥田真丈先生が持ってきたのは、ヨーロッパにセカンドスクールムーブメントとい

うのがあって、それを取り込もうとしたという、そういう話は伺っているんです。新井

郁男先生とかオオクラ先生と、かなり交流ある先生から聞いているんです。だから、恐

らくヨーロッパ型のセカンドスクールムーブメントの中の動きが、プログラムとしてま

ず真っ先に武蔵野市に入ったんだろうと思うんですけれども。だから、言語的にネーテ

ィブの世界でもおかしくはないんですよ。実際にインターネットで調べれば、セカンド

スクール、出てきますから、英語として。 
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  ただ、その対応が、セカンドに対してファーストという言葉になるかどうかというあ

たりになると、ちょっとそこがファーストスクールって余り出てこないんですね、英語

のネーティブの世界。だから、ちょっとそこは、わざわざファーストスクールと入れな

くていいんじゃないですか。とりあえず外しておいて、日本語だけの表記にしておけば

いいんじゃないですか。通常の学校生活ということですよね。それをわざわざファース

トスクールと呼ばなくても、ここではですね。ちょっとそういう、後でだから「あれ、

何」とネーティブから疑問を投げかけられる可能性もあるので、そのときに武蔵野和製

英語ですよと説明するのも何かいまいち…… 

○石代統括指導主事 わかりました。もう１回、これ整理させていただいて、とるならと

ると、つけるならつけるで脚注にきちんと説明するということで対応させてもらいたい

と思います。 

○葉養委員長 ほかにいかがでしょうか。 

  はい、どうぞ。 

○井原委員 恐らく３章のほうにもかかると思うんですけれども、具体例をもう少し入れ

ていただけると読んだときにわかりやすいかなというふうに思ったんですね。今セカン

ドスクールの書き方をどう扱うかというのが出ましたけれども、セカンドスクールに関

しては、例えば６泊７日とか８泊９日と書いた、こういうことしの実施を表で書いてあ

るんですけれども、４ページの人材を活用したほうだったり、例えば学習指導員という

のは何人ぐらい配置されているのかとか、ＡＬＴの方なんかもどのぐらいの授業時間数

に配置されているのかとか、そういったところですよね。上の段なんかで、バスケット

ボール、バレーボールと、12種目の競技と結構数字が入っているんですけれども、でき

れば２章、それから３章のほうにも少し具体例を挙げていただけるとわかりやすいかな

と。 

○石代統括指導主事 はい、入れさせていただきます。 

○葉養委員長 ほかにいかがでしょう。 

○鈴木指導課長 本文中に入れたほうがいい、それとも別枠で。 

○井原委員 枠で入れられるものはそのほうが…… 

○鈴木指導課長 そうですね。検討させていただきます。 

○葉養委員長 ５ページまでの箇所、ほかにお気づきの点ございましたら。 

  よろしゅうございますか。 

  これ片仮名は、２つの言葉をつなげる場合に真ん中に点を入れないんですね、全部。

全部入っていないですね、ここはね。それで通しているわけですね。 
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  よろしゅうございますか。 

○原委員 ５ページまでですか。 

○葉養委員長 ええ、５ページまでの箇所で。 

○井原委員 もう１点、５ページの下から３行目の「学校・地域との連携を」という部分

なんですけれども、これは書き方はこれでよろしいのかなと思ったんですけれども、学

校と地域との連携を考える上でという意味で書かれているんだったら、きちんと「と」

にするというふうにしたほうがいいんじゃないかと思ったんですけれども。学校・地域

と、そして家庭との連携ということでしたら、まだ学校と地域を並列で書いたのはわか

るんですけれども、これ学校と地域との連携ということですよね。ですから「・」では

なくて「と」か何かにしていただくほうが。 

○葉養委員長 いいですか。どうもありがとうございます。 

  ほかにいかがでしょう。 

  はい、どうぞ。 

○松澤委員 さっきの４ページの特別支援のところで、人材を活用した、サポートスタッ

フの話が出てきましたけれども、いわゆる特別支援のほうで大事なところというのはあ

れですよね、専門家スタッフがまず一番大事で、それからサポートスタッフで、それで

相談員で、ＴＡは一番最後で、それこそ学生さんのをごく簡単に。だから、むしろここ

のところは、どうせ変えるときに並び方も変えてもらいたい。 

○葉養委員長 ありがとうございます。 

  原先生、どうぞ。 

○原委員 ５ページの最後の４行なんですが、地域と連携した教育活動という中身として、

これは啓発リーフレットを作成して配布するということが、地域と連携した教育活動な

のかなということは、この第２章ですか─中で、一番ここがそれを感じるところだっ

たんですけれども。連携した教育活動という中身として、どうなのかなという気がしま

した。 

○葉養委員長 どうもありがとうございます。啓発という言葉は嫌うんですね、最近は。

自治体は嫌うんですけれども、武蔵野は使うんですか。何か社会教育主事、公民館のコ

ミュニティスクール、名称変更したというのは、かなりこういう啓発的な社会教育に対

する批判が、篠原一さんなんかの批判があって、社会教育的な発想、啓蒙的な発想を払

拭する必要があるという何かこう１つの流れの中で消えていったという、そういう記憶

が私なんかはあるものだから、ちょっと啓蒙という…… 

○安藤委員 啓蒙はＮＧというふうに言われていますけれども、啓発はまだ。 
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○葉養委員長 啓発はいいんですか。 

○安藤委員 使っていましたね。 

○葉養委員長 啓発の啓、啓発はいいと、啓蒙はいけないと。 

  ほかにいかがでしょう。 

○小山田委員 そういうことでいうんでしたら、４ページの下のほうの下から７、８行目、

「また、図書室サポーター」とありますよね。そこで図書室サポーターを全校に配置し、

書架の整理のほかこういうことをやっていると。ほかのほうがすごく重要なので、これ

を先に出していて、そのほかちょっと時間があったらやるよというよりは、利用の支援

とか事業の補助とか、書架の整理とやったほうが、サポーターさんの意義が出てくるん

じゃないかと。 

○石代統括指導主事 そうですか。通常、図書室サポーターというとそこだけなのかなと

思いますが、実はこういうことをやっているんだよというような重みをつけて、書かせ

てもらいました。 

  あともう１つ、原先生の５ページの最後なんですけれども、そうですね、これもう１

回こちらでも考えさせてもらいたいと思います。ただ、ここで書いてあるのは、地域と

学校がやっぱり一体となって取り組むために、そういったものを家庭にお願いしながら、

連携をとりながらやっていくよというような感じで、書かせてもらったんですけれども、

そういうことであれば、もう１回考えさせてというか、整理させてもらえたらいいと思

います。 

○小山田委員 むしろここ、だったらもっとすぐれているところは、学校と家庭と子ども

なんかが一緒のこういう中で、お互いの会議の中でつくって、そうすると余計意識が高

まるというので、こっちが作成して配るだけでは一方的なものになってしまうと。何か

そういう意識を高めるようなというような、そういう働きかけ、相互の働きかけの中で

つくったものをまた家庭でやって、あと授業公開や何かでそれを使って道徳とか特活の

授業をやるとか、そこまでいくといいんですけれども、これだけだとどこでもやってい

るんですよね。何か一工夫ほしい。 

○葉養委員長 ほかにいかがでしょうか。 

  それでは、時間がまいりましたので、第３章のほうに移らせていただいてよろしゅう

ございますでしょうか。 

  それでは、第３章のほう、まずはご説明をお願いしたいと思います。 

○石代統括指導主事 第３章ということで、６ページからでございます。武蔵野市の教育

に関する現状と課題ということで、現在の状況をここでは書かせていただいています。 
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  まず児童・生徒、そして学校・家庭・地域というふうな形で分けさせていただいてい

ます。 

  児童・生徒についてなんですけれども、その中で学力、そして豊かな心、体力、運動

能力ということで、３つのものになっています。 

  学力につきましては、ここでも何回も話をしましたけれども、学力調査等の結果では

おおむね良好という結果が出ています。また、意欲や関心なんかも高くなっています。

ただ、これは全国的にも指摘されることなんですけれども、学年が進むにつれて２極化、

上位層と下位層が２極化する傾向が見られます。あと、これも全国でも同じようなこと

が言われますけれども、知識をはかるような問題、それから活用力をはかるような問題、

これを見てみるとやっぱり正答率の差が出てきていますというような形で、学力のとこ

ろは書かせていただいています。 

  また豊かな心ですが、比較的問題行動も少なくて、本市の子どもたちは落ちついた生

活を送っていると思います。その中でもやはりちょっと近年目立つのは、人間関係づく

りが不得手であったりとか、自己有用感が持てない子どもたち、そういった傾向が見受

けられるということで書かせてもらっています。それと不登校、いじめに関しても、簡

単にですが、ここでは触れさせていただきました。 

  そして３番目の体力、運動能力ですが、体力調査の結果、市独自でもやっていますし、

都のものもやっていますが、体力、運動能力は全国から比べるとやっぱり幾つかの種目

で平均を下回るものがあります。それに関しましては、日常生活での体を動かす機会だ

とか、そういったものをふやしていくことに。また体育あるいは部活動等も、今後どう

いったものにしていくかということを課題として書かせていただいています。 

  それから、学校・家庭・地域につきましては、学校については団塊の世代の大量退職

に伴って、先生たち、若い先生が多くなってきています。その中で、若い先生たちの育

成ということを１つ目に書かせていただいています。それから、２つ目はいろいろな職

の分化ということで、校長、そして主幹教諭、そして主任教諭なども出てきていますの

で、そういったものをうまく組織として使うとともに、ミドルリーダーが育っていって

組織的な学校にというふうな話を、ここでは記述させていただいています。 

  あと、小・中連携についても、このような取り組みをやっていますということで書か

せていただいています。 

  それで、最後、家庭・地域なんですが、武蔵野の保護者、地域の学校に対する関心の

高さだとか協力的なこと、そして地域にも学校を支援していただけるそういった教育力

があるということです。 
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  それから、今後ですが、地域の教育資源である大学だとか企業の研究室や、あるいは

社会教育施設である図書館や美術館なども学校教育に有効に活用していこう、あるいは

活用するネットワークをつくっていこうというふうな課題として書かせていただいてい

ます。 

  以上が、３章の現状と課題ですので、よろしくお願いいたします。 

○葉養委員長 どうもありがとうございました。 

  それでは、６ページから８ページまでの箇所でお気づきの点、ございましたらお願い

したいんですが、いかがでしょうか。 

○小山田委員 最初の書きぶりということで、例えば６ページの学力のところを見ますと、

平成21年度は現状について、「今後は、」というところが課題で、こういうことをやっ

ていく必要がある。「さらに、」というところは、またおおむね良好とあるんですよね。

ということは、「今後は、」というのは課題を述べて、「さらに、」とあると、またこ

れで両方を書いてしまってあるので、書きぶりとしては、私は前半のほうに現状はこう

だと、それで今後はと、全部通したほうが読み手が、現状はこうだ、今後の課題はこう

いうものがある、そしてそれらの課題を束ねたら、これからの第４章の理念だとか基本

方針が見えてくるというふうに、全部そうやって統一したほうが市民の方は読みやすい

というんでしょうか、現状と課題が明確になる。 

  もう１つ、書きぶりなんですけれども、「豊かな心」とここに書いてあるんですよね。

もしかしたら、学力だったら確かな学力、豊かな心というのだったら何かわかるんです

が、といって心はなかなか心だけでは書きにくいと。だから、もしかしたら（１）学力

の状況について、（２）心身の状況についてとやって、１番、（１）心の面とか、

（２）体力、運動能力の面というふうにやる方法もあると思うんですよね。心と身体を、

豊かな心とここにぽんと置いてあると、何か学力、体力、運動能力とちょっと違うかな

と。豊かなという言葉、心がね、心の面ですよね、ここはね。読んでいて、ちょっと不

思議な気がしたというだけの話なんですね。 

  すみません、書きぶりのことで、これは別に訂正しなくても。 

○葉養委員長 どうぞ。 

○原委員 ６ページの（１）については、小山田委員とちょっと似たところもあるんです

が、例えば３行目に「また、」という言葉があるんですが、「また、」といって、「上

回っています。また、」といったら、やっぱりこれいいところを言わなきゃいけないん

だと思うんですけれども、その２極化する傾向が見られますというのは、むしろこの

「また、」に続くものは、その下、「さらに、」の後の２行が続くのであって、「しか
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しながら」は、「しかしながら」が全国的な傾向と指摘されて、本市においても云々と

いうこれがくるんじゃないのかなとかね。それで、小山田委員がおっしゃったように

「今後は」というところにつながってくるんじゃないのかなと、こういうふうに感じた

んですけれども。 

  それと、今、豊かな心のところもありましたが、ちょっとわからないんですが、出だ

しで４行、こういうことを実施していますということで、これらの取り組みの成果もあ

り、本市の子どもたち、他人を思いやる心が育つなど、落ちついた日常生活、何かここ

がうまく僕自身、読んでいてつながってこなかったんですが。ごめんなさい、他人を思

いやる心が育つというのは、わからないな、自然体験、勤労体験、ボランティア、演劇

鑑賞教室、オーケストラ鑑賞教室、こういうことが他人を思いやる心が育つになるのか

どうなのか。などというならば、などというのは幾つかの複数のことが上がった上での

などだと思うんですね。ですから、他人を思いやる心や、何か例えば演劇鑑賞教室を、

オーケストラ鑑賞教室、読書活動など、文化・芸術活動については、これは他人を思い

やる心じゃない心が育っているんじゃないのかなと私は思うんですが、その上でなどと

いうふうな表記の仕方だと、もう少し理解しやすいんですけれども。 

○石代統括指導主事 ありがとうございます。 

○葉養委員長 どうもありがとうございます。 

  学力のところは、原校長先生がうまく整理されたのを、確かにそういうふうに直すと

わかりやすいですね。「上回っています。」の後に「さらに、」というのを続けて、

「しかしながら」というのは段落を新しく起こして独立段落にして、「今後は」という

２つ目の段落をその後に持っていくと。そうすると、非常に筋が通りやすいということ

なんですね。ちょっと後で、事務局、検討していただければ。 

  ほかにいかがでしょうか。 

  はい、どうぞ。 

○田中委員 ２点あります。 

  １点目が、豊かな心の部分の後半の不登校、いじめの部分なんですけれども、上のほ

うはそれなりに現状が述べられ、そして課題が書かれているんですが、この不登校、い

じめのところの以下は、こういったことが考えられますよという現状しか書かれていな

くて、課題が出てきていないんですね。ただ、本市の現状を見ると、前にもお話しさせ

ていただいたように、学力状況調査の中の意識調査の部分では決していい形では出てい

ないはずなんですね。どうもあの調査を、どうも学力だけを視点に見てしまっているよ

うな気がするんですよ。もっと子どもたちの意識の部分を見ていくと、残念ながら本市
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のいじめに対する子どもたちの意識は、高いというふうにはやはり言えないだろうと思

うんですね。やはりそういう課題があるわけですので、ぜひそういった課題に切り込ん

でいただきたいという部分が１点目です。 

  ２点目が、（３）の体力、運動能力の現状の後半の部分の課題なんですが、ここだけ

改善策としてということでずっと続いていて、こういった体育的行事の充実に努めてい

ますと、ここだけ非常に具体的に書かれているんですね。ほかは皆、求められています

というふうな、ある意味ここは現状と課題の部分ですので、まだ具体的な改善策までは

ここは。踏み込んでしまうと、今度、後ろの主要事業の部分が苦しくなるなどというふ

うに思いますので、ここは充実が求められていますというふうな文章表現に直されたほ

うがよろしいかなと思いました。 

○葉養委員長 どうもありがとうございます。 

○原委員 いつもたくさん申し上げてしまって申しわけないんですが、今の田中委員がお

っしゃっている不登校といじめのところですけれども、不登校についてはこういう現状

を述べている。いじめ問題と、いきなり対策としてと。タイトルは現状と課題で、対策

まで踏み込んでないはずなんですね。ところが、いじめ問題については対策しか述べら

れていないんです。いじめ問題は、現状と課題はどうなのかということを本当はここは

書くべき内容じゃないかなと思うんですが、対策だけが書かれているというところは、

対策はもっと４章以降のことであって、ここはむしろいじめ問題の現状と課題を述べる

部分じゃないのかなというふうに読んでいて、ここだけ何かどうして急に対策になって

しまったんだろうというふうに思ったんですけれども。 

  それから、まあいいか。 

○葉養委員長 いや、遠慮なさらずに言ってください。そのほうがいいと。 

○原委員 例えば、そうすると７ページのほうも、携帯電話云々のところも、何かここも

現状と課題という内容、何か教員研修を計画的にやっていますなんていうのは、児童・

生徒の現状と課題とは何かちょっと違う内容じゃないかなということを感じたんですけ

れども。 

○葉養委員長 どうもありがとうございます。確かにそういう面がある。少しそこら辺も

整理していただいて。 

  ほかに。 

○松澤委員 今のと関連して、いじめのところなんかは確かに余りいろいろ、書きにくい

部分はあると思うし、決して武蔵野はいじめが多いわけではない。だから、そういうこ

とでは、現状面においてはそんなに多くない、少ないけれども、ただ意識や何かにおい
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てはという前の学力のときの意識のこととか、そういう具体例みたいなものは挙げられ

ている。そういうところがまだあるので、こうしていきたいというふうに、やっぱり幾

らか課題も書いていかないとまずいんじゃないかなと思います。 

○葉養委員長 どうもありがとうございます。 

  ほかに。 

○安藤委員 最後にちょっとよろしいでしょうか。これは事務局じゃなくて先生方にお伺

いしたいんですけれども、「本市の子どもたちは学習に対する関心や向上心が高く、」

というこの文章が、この後も何度も何度も出てくるんですけれども、高くと言い切って

しまって。私は、比較的高くぐらいに書いてあればしっくりいくんですけれども、ここ

は文章が出てくるたんびに言い切ってしまっていいのかなというのが非常にひっかかり

ました。 

○石代統括指導主事 これは本当に学力状況と学習状況調査の中で、ほかの全国だとか都

なんかと比べると高いんですね。それを言い切ってというか。これも100％じゃないの

で、その書きぶりは…… 

○安藤委員 その後ろに授業態度もおおむね良好とか、おおむねとか、あと学力調査等で

も結果は良好ですと入っているのは納得できるんですけれども、本当に高いと言い切っ

てしまっていいのかなというのが、先生方が問題なしということであれば、私が感じた

ことだけなので。 

○葉養委員長 いや、やっぱり平均値だけでは教育論というのは済ませられないところが

あって、だから教育の中というのは、やっぱり平均値の世界じゃないですよね。一人ひ

とりの子どもというのは学力差は当然あるし、個性もあるし、それが教育実践だから、

その目の前の子どもに対応するのが教育論です。だから、全校一斉学力調査が、県によ

って市町村ごとのレベルを開示するケースもありますけれども、でも開示というのが本

当に、ではどういう意味を持つのか、教育指導の改善にどうやって結合するのかという

ことになると、実際の取り組みってやっぱり各論の世界ですよね。だから、市全域で平

均値がどうのとか、あるいは学校ごとに平均値がどうのと言われても、多分余り順位を

つけることにはなっても、現場的には余り、だから何という話になってしまうところが、

そこら辺の問題はちょっと出ている感じはするんですよね。だから、平均値的に見ると

武蔵野市というのは高いと。だけど、その平均値をほかの市と比べる積極的意味という

のは、誇らしげに語るためかという、何かほかの低いところから見ればね。低いといっ

たって、それは平均値が低いということであって、高い子もいるし低い子もいるしとい

うのが実際ですので。だから、むしろ２極化ということが傾向としては見られると、こ
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このほうがむしろ大事なのかもしれないという感じはするんですね。その前の箇所に平

均値の話が出てしまっていますね。だから、そこら辺ちょっとまたご検討いただければ

と思いますけれども。 

  ほかにいかがでしょう。 

  どうぞ。 

○本郷委員 豊かな心のほうなんですけれども、第２段落目で、教育現場では使われるか

もしれません、「自己有用感」という言葉が入っているんですが、一般的には余り使わ

れないと思うので、一般市民向けに書かれるのであれば、違う言葉のほうがよいとは思

うんですけれども。 

○石代統括指導主事 そうですね。わかりました。 

○葉養委員長 ほかにいかがでしょう。 

○井原委員 よろしいですか。質問なんですけれども、７ページの（３）の体力、運動能

力のところで、「習い事や塾通い等により、」という部分が、放課後や休日にスポーツ

に親しむ時間が十分に確保していない一因としてとなっているんですけれども、そうす

ると先ほどから改善策云々と出たんですけれども、例えば習い事はどうかわかりません

が、塾通いの時間を削るための方策なんかも考えなくていいのかなと思ったんですね。

それはいいとか悪いとかではなくて。 

  あと、やっぱり私は自分も塾へ行ったことはないし子どもも行っていないので、どう

いう皆さんお考えで塾に通わせるかわからないんですけれども、仮に学力云々かんぬん

の補完ということで考えているならば、それこそまさにふだんの学校の中でのことを充

実させていけば、短絡的な発想で、その塾通いが減っていくんじゃないかなと思います

し、それを要因として挙げるのであれば、どこかで課題として書かなければいけないし、

こういう不足なら申しわけないんですけれども、その後のほうの今後の展開のところで

そのことに触れておかないといけないんじゃないかなと思ったので、逆に書いていない

ということは容認されてしまうのかなというふうにちょっと疑問なんですけれども。 

○葉養委員長 どうもありがとうございます。 

  ほかにいかがでしょう。 

  どうぞ。 

○小山田委員 次の理念にかかわってくるんですが、重点的な取り組みの３本柱に地域と

協働する学校づくりというのを高く掲げている都合上、その８ページの家庭・地域のと

ころで、上２つは現状こんなふうにいいことをやっていますよと。最後、「今後は、」

というところは、これはまた一応、課題として行がえしたほうがいいかと思うんですが、
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もう少し家庭・地域で課題というか、こんなところが今後もっともっとやらなきゃいけ

ないということをここで訴えておかないと、次の重要な取り組みで地域と協働する学校

づくりのところが弱くなってしまうんですね。だからこれが必要だというところで、も

うちょっと積極的な課題というんでしょうか、子どもの社会性の育成とか規範意識だと

か、基本的な生活習慣は学校だけでは無理で、家庭とともにやっていくというそういう

重要な課題、そういう課題が大事ですというようなことを、解決が大事ですというよう

なことを入れておくと、その次の地域と協働する学校づくりがもっともっと色濃くなっ

てくるんじゃないかと、ちょっとここでは課題が余りに少ないので、その辺もちょっと

書いてあげたほうがいいんじゃないでしょうかね。 

○葉養委員長 どうもありがとうございます。 

  ほかにいかがでしょうか。 

  それでは、どうぞ。 

○井原委員 ８ページの上から４行目、「幼保・小の連携」というところなんですけれど

も、これ連携って、今までしていたイメージ、私、余り実は持っていなくて、幼稚園の

方なんかどうかわかりませんが、うちは子ども保育園なんですけれども、保育園は余り

小学校と連携しているというのを感じたことがないので、一定、１日か２日ぱっと行く

ということはあっても、ただ今何か小学校に上がるときの何とかシートというのの作成

始まっていますよね。そのことであれば、例えば連携が強化されみたいな書きぶりはで

きないのかなと思ったんですけれども、ご検討してみてください。 

○葉養委員長 どうもありがとうございます。 

  ほかにいかがでしょうか。 

  よろしゅうございますか。 

  それでは、４章のほうに移らせていただきます。ここからがちょっと本質論的な、今

までのところもそうなんですけれども、特にここら辺はご議論いただければと。 

  では、最初に。 

○石代統括指導主事 ４章につきましては、前回もいろんなご意見をいただきました。こ

れからの武蔵野の教育ということで、まず教育理念、以下のようにさせてもらっていま

す。ここは本当に、前回が終わった後も事務局でもいろいろな話をしました。ここから

も松澤先生、未来を拓きのほうがいいんじゃないかとか、小山田先生、未来を拓くたく

ましさとなんていうふうなもののほうがいいんじゃないかと、いろいろなご意見があっ

て、ここでも侃々諤々しましたんですけれども、これでいこうと考えています。 

  理念ですが、次代を担う子どもたちが、本当に自分たちが社会をつくるという、「気
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概」という言葉を使わせてもらっています。とともに、たくましさや強い意思を持って

未来を拓いていくようなことを願っていますと。また、高い資質を持つ武蔵野の子ども

たちが知性・感性を磨いて、次代を担う有能な人材に成長してほしいというような思い

で、このような基本理念ということを決めさせてもらっています。 

  また、２番目からは武蔵野市が進める重点的な取組で、これは学びの基盤づくり、そ

れから知的好奇心を高める教育。それから、重点の３なんですけれども、原先生のほう

から体系と同じ文言で非常にわかりにくいのでというお話もありましたので、ここでは

地域と協働した学校づくりということに言葉を変えさせていただいています。 

  あと内容につきましては、非常に見にくいということもありましたので、今回なるべ

く見やすいようにしようということで、重点１の学びの基盤づくりに関しての説明は、

その下にずっと説明をしまして、このような取り組みをしていくんですよということで、

四角で囲ませていただいています。重点２と重点３についても、同じ形をとらせていた

だいています。 

  中身についてのご意見ありましたら、お願いします。 

○葉養委員長 どうもありがとうございます。 

  それでは、９ページから11ページまでの箇所でございますけれども、かなり議論を続

けてまいりましたけれども、ここについてお気づきの点ございましたらお願いしたいん

ですが、いかがでしょうか。８ページより前との関係もちょっとありますので、ご検討

いただければと思います。 

  どうぞ。 

○井原委員 ９ページの知性・感性を磨くのところなんですけれども、もしかしたら私自

身がちょっと過剰に反応し過ぎているのかもしれないんですけれども、「次代を担う有

能な人材」と。この有能なというのは、ちょっと余り私自身は、どんなことを想定して

いらっしゃるのかというか。有能というと、かなり限られた能力だけに限定されている

のかなという気がしてしまったものですから。例えは悪いんですけれども、例えば力強

いとか、何か別の言い回しはできないかなと思ったんですけれども、いかがでしょうか。 

○葉養委員長 どうもありがとうございます。それでは、ここもちょっとご検討いただけ

ればと思います。 

○石代統括指導主事 そうですね。 

○松澤委員 私もちょっと今の有能なというものに、似たようなニュアンスを感じます。 

○石代統括指導主事 わかりました。 

○葉養委員長 ありがとうございます。 
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  ほかにいかがでしょうか。 

  はい、どうぞ。 

○田中委員 ここで言おうか、５章で言おうか、ちょっと迷いながらなんですけれども、

ここの重点の１の部分の学びの基盤づくりの10ページ側に、「少人数教育」という言葉

が出てきていて、そしてしかもこの四角囲みの中でも少人数教育になっているんですね。

少人数教育と少人数指導と意味するものは異なるわけですけれども、第５章のほうのこ

こにかかわる部分を読んでいくと、この少人数教育という言葉が消えているんですね、

少人数指導になっているんですよね。そこの考え方、ここがぶれると随分違ってきてし

まうので、確認なんですけれども、ここは少人数教育の推進でよろしいんですね。 

○葉養委員長 いかがでしょう、事務局のほう。 

○石代統括指導主事 少人数教育の中には、少人数指導も含んでいます。５章については

少人数教育の記述も加えていきます。 

○葉養委員長 ほかにいかがでしょうか。 

○小山田委員 10ページのやっぱりこの理念のところも、すごく大事なところだと思うん

ですね。だから、何かこの基本理念を「以下のとおりとします。」というと、ちょっと

今までのこういう子どもたちの現状とか課題、それらを何かこう受けて、そして何か言

葉を入れて以下の基本理念を示したいというようなことを、ちょっとここに入れてほし

いなということと、次代を担い未来を拓くが余りにも、もっとここには思い、思いとい

うかね、武蔵野らしさが入ったほうがいい、こういうものにほしい、願いが込められて

いますというだけでいいのかなと。何か下のほうは、こういうよさがあります。最後に、

「有能な人材に成長して欲しいと願っています。」というところが、もう少しさっきの

現状とか課題の言葉の中をここに入れながら、だから次代を担い未来を拓く子どもがほ

しいし、知性・感性をさらに磨いていきたいというところをもうちょっとここに、何と

いうか大事なところなので、市民の皆さんにもわかってもらうようなところを、うまく

現状、課題を引き込みながらここに書いてほしいなという気持ちがあるんですね。なか

なか難しいところだけれども、そこをもうちょっと、理念のところの説明にしてはいい

のかなという感じがね。 

○葉養委員長 どうもありがとうございます。ちょっとこう、さらっと統一し過ぎている

感じはあります。 

○石代統括指導主事 そうですね。今回ちょっと、前回はちょっとくどくど書いたかなと

思いましたので、ちょっとすっきりさせていただいたんですけれども、思いは同じなん

ですけれども。 
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○小山田委員 現状、課題を何か踏まえて書いてほしいなということですね。 

○葉養委員長 どうもありかどうございます。 

  ほかにいかがでしょうか。 

  はい、どうぞ。 

○原委員 ちょっと確認したいんですが、以前のこの会で私、以前にも申し上げたと思う

んですけれども、11ページのちょうど真ん中あたりですが、「さらに、」というところ

があるんですが、「市民や地域の学校運営への参画について」ということは、これはこ

の言葉そのままでいいのかということを何回か前の委員会で、この会で申し上げたと思

うんです。これはこの「参画」という言葉でいいんですか。 

○葉養委員長 これは一番最初のコミュニティスクールとの関係で出てきますよね。だか

ら、参画というとコミュニティスクールは参画の仕組みだから、だからこっちの11ペー

ジのほうで参画について検討していきますと書いてあって、前のほうは非常に消極的な

書き方になっていると。この整合性の問題は、ちょっとあるかもしれないですね。だか

ら、そこはまだ今後の推移、また政権の動きもまだはっきりと見えないから、ぼやかし

ておいたほうがいいのかもしれない。だから、前のほうをちょっとぼやかしておいて後

ろはこのままにするかですね。あるいは両方ともちょっとぼやかしておくかという、そ

こら辺はちょっと検討いただければ。かなり微妙なところですよ、ここは多分、原先生

おっしゃるように。 

○原委員 だから、本市が将来的にコミュニティスクールを目指すというのであれば、し

かもこれ５年間の計画ということですから、５年以内に市民や地域の学校運営への参画

についての新たな仕組みづくりを検討するという方向で、本当にそれで検討するのかと

いうことなんです。 

○石代統括指導主事 先ほどもちょっとお話をしたんですけれども、これを書いたのは、

政権も変わって、マニフェストの中にもこういった地域運営学校も視野に入れてという

ことであるので、検討もしていかなきゃいけないものかなという意味合いで、ここには

書かせていただきました。 

○原委員 何かふだん校長会で、教育長さんからいろんなお話を伺うわけですね。余りそ

ういう方向のお話はないんじゃないのかなというふうには、ただお話しされていること

は、私なんかは校長会で話を伺っていてそういうふうに思っているんですけれども。 

○安藤委員 原先生、でも参画と書いてしまうと、どうしてもイコール、コミュニティス

クールになってしまうんですか。 

○原委員 参画というのは、協力して何かをやるということじゃなくて、つまり学校運営
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に参画するということは、そこに意見、学校運営に対する意見に、何というんでしょう、

ある意味、校長の学校運営をしていく上で、そのもとになる、極端に言えば学校組織で

あったり、人事であったり、そういったことに対してイニシアチブを持っていかれると

いうことになるんじゃないかと私なんかは思う。 

○鈴木指導課長 代表者会の位置づけは、要するに武蔵野市全体の学校運営を土台にしな

がら、武蔵野市の学校のあり方について意見が交換ができるような組織を想定していま

す。ただ、それが具体的にコミュニティスクールとかというふうには、すぐ直結しない

かもしれませんが、武蔵野なりのそういう組織づくりということを、今考えながら代表

者会も立ち上げております。 

○原委員 ただ、その前段に、「今後の国の動向も視野に入れ、」というと、それはそう

いうことを読む側としては意識するんです。 

○鈴木指導課長 もう一歩進んでしまうということですか？ 

○原委員 はい。私なんかは、例えばここに市独自のとかあるんだったらともかく、「今

後の国の動向も視野に入れ、」となると、これはコミュニティスクールというふうにぴ

んと私は感じるんですけれども。 

○石代統括指導主事 すみません、原先生が言ったとおりです。私もそれは、コミュニテ

ィスクールを半分は意識をしています。それが武蔵野独自のものになっていけばいいな

という思いはありますけれども、書き方というか、書いた者としてはその意識もありま

した。 

  それから、もう１つ、あれですかね、学校運営への参画は、私としては経営、例えば

人事だとか、そういったものに口をどうのこうのということではないような書き方で書

いているつもりです。それで、例えば今ある開かれた学校づくり協議会などの、いわゆ

る学校に対して。これは例えば校長先生が、これについてどうですかというような形で

問いを立てたときには意見を言えるというのが、この学校評議員制度という制度なんで

すけれども、今開かれた学校づくり協議会の制度だと思いましたので、そういったもの

も入れながら学校を活性化していこうというふうな形で、学校運営への参画というのは

出していってもいいんじゃないかなというふうな思いで書いたんですけれども。 

○安藤委員 今おっしゃったことは、すごくしっくりいくと思います。何というの、もち

ろん人事のことについてまで口を出すのはどうかなと思うんですけれども、コミュニテ

ィスクールのいいとこどりみたいで考え、武蔵野市の学校運営の方法を考えていけたら

と思うので。ですから、やっぱり「今後の国の動向も視野に」というのは、これはとっ

てしまって、先ほど市の独自というか、そういう言葉を考えていただいたりして、私自
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身はここで参画と出てきて、コミュニティスクールというふうには感じなかったので、

感じてしまう方が感じないような書き方にしていただければいいなと思いました。 

○葉養委員長 「さらに、」の２行を削除するという手はあると思いますね。今安藤さん

おっしゃったように、「さらに、」というこの２行を削って、その上の段落に学校運営

への参画というのは出ているので。ただ、国の動きがまだ見えませんから、何がどうな

るか全然わからない状況なので、場合によってはまた状況の変化の中で、新しく対応の

仕方を考えなきゃいけないことも出てくるかもしれない、５年計画ですから。そうする

と、武蔵野は武蔵野版だけでいくんだと、法令がどう変わろうと法令にのっとったやつ

は一切敬遠するんだというスタンスを今出してしまうのも、ちょっとまだどうなるかわ

からないので危険な面もあるので。だから、「さらに、」のこの２行だけとっておいて、

何も言及しないということのほうが今のところいいんじゃないかなと思いますね。 

  私も今、中央区の教育基本計画の会長もやっていますけれども、あそこも区民の意向

を伺うと、そこまでという、区民自身の中に余り積極論ないんですよね。学校運営協議

会みたいなものの仕組みについては、まあ校長先生はもちろん非常にアレルギーが強い

ですけれども、一般区民の間にも余り支持する人っていないですね、中央区なんかはね。

だから、独自性は区によってあるのかなと思うんです。 

  新宿区も今、四谷中学をモデル校にして学校運営協議会をどうするかという、いわば

社会実験をやっているわけです。来年度からだから、法律上の学校運営協議会制度を立

ち上げるのか、それとも新宿版の何か新宿に似合った仕組みでいくかという、そこら辺

でかなり教育委員会が揺れているところがあって、みんなどこの自治体も多かれ少なか

れ何かそういう状況にあるんだけれども、政権がまたどういうふうに動くのかわからな

いんですね、今のところね。マニフェストに、ただ載っているというのは確かだから、

何らかしらの動きは出てくる可能性はある。鈴木寛さんという副大臣が担当ですから、

旧文部省の所管の担当副大臣のほうから。だから、鈴木寛さん、すごい熱心なんですよ、

このコミュニティスクールとか学校地域支援本部とか、それから学校理事会構想と、す

ごい熱心な人だから、どういうふうに動いているのかわからないです、今のところ。だ

から、その様子を見ながら、またこの対応の仕方を考えるという、その余地を残してお

いたほうがいい感じがするんです。そうすると、今のところ言及しないという、安藤さ

んおっしゃったような、そういう解決策が一番いいと。あとは事務局にお任せします。 

  どうぞ。 

○井原委員 基本的なことで申しわけありません。この学校運営というのと、それからほ

かに学校経営という言葉が幾つか出てきていたんですけれども、経営と運営の違いとい
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う部分で、本当に申しわけない、私は経営というと予算配分のことなのかなというので、

運営というと人員配置のことであるとか授業プランのことなのかなというふうにとらえ

ていたんですけれども、そういう認識でよろしいんですかね。仮に人員配置とか、授業

のプランのことなんかが運営に入ってくるとなると、そうすると逆に私は国の動向云々

以前に、まず学校の運営に市民とかが参画してと言われて、「はい、そうですね。」と

はちょっと正直言えないので。逆に市民であるとか地域が、そういったことに入っても

らいたいのであれば、ちゃんと運営という一くくりではなくて、もうちょっと絞り込ん

だ形で書けないのかなと思うんですけれども、まず経営と運営の部分がわからなかった

ものですから。どうなんでしょうか。 

○石代統括指導主事 ごめんなさい、私は規定があるのかどうか、ちょっとそのぐらいの

イメージしかないんですけれども、経営というと、やはり今、井原委員がおっしゃった

ように、お金の問題、予算問題だとか、あるいは人、私は人は経営だと思っていました。

そういったものは、やっぱり学校の経営と。あと運営というのは、そうですね、もうち

ょっとそれよりも緩いというようなね。こういった不確かなことで言ったらごめんなさ

い、本当はそういうのはいけないんですけれども。 

○葉養委員長 では、そこら辺もちょっと…… 

○秋山教育企画課長 こちらのほうもそこら辺は、ちょっと運営と経営と同じ意味に書い

ているところもあるかもしれません。もう１回、それはちょっと精査をいたします。 

○葉養委員長 経営権は校長だろうと思いますね。 

  ほかにいかがでしょうか。 

○小山田委員 中間まとめの言葉なんですけれども、９ページでは地域と協働する学校づ

くり、11ページでは地域と協働した学校づくり、どちらでしょうか。 

○石代統括指導主事 はい、すみません。 

○小山田委員 それと、その３つの重点が、学びの基盤づくり、重点３は地域と協働した

学校づくり、そこに取組の動きが出ているんですが、真ん中は、重点２は知的好奇心を

高める教育でとまっているんですよね。ここも三者合わせた。だから、きっと高める教

育の推進とか、何かちょっと入れたほうが、づくりに対応するんじゃないかな。書きぶ

りですみません。 

○石代統括指導主事 はい。ありがとうございます。 

○葉養委員長 どうもありがとうございます。 

  ほかにいかがでしょう。お気づきの点。 

○原委員 よろしいでしょうか。 
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  どうしても気になったのが、第４章、これからの武蔵野市の教育というタイトルの中

に、現状を述べている重点１、２、３それぞれに、またここで現状が述べられているん

ですが、それによって何か第３章で読んだことがまた出てくるという感じが少ししたん

です。必要なのかどうかというところも、もう１回ちょっと検討したほうがいいのかな

と。例えば10ページの重点２も、最初の３行は、これもう前に出ていることなんですね、

第３章のところで。重点２の最初の３行であったり、それから重点３のどこまでなのか

わからないんですが６行ぐらいは、何か今度、第４章、これからの武蔵野をどうしてい

くということなので、現状については３章で述べているので、何かちょっとその辺は重

複しないような表記の仕方があったほうがいいんじゃないのかなということは、またか

よという印象を持ちましたので。 

○石代統括指導主事 すみません。同じことを本当に書いてしまってあるんですけれども、

学びの基盤とか、そうですね、なぜ学びの基盤なのかと、あるいはなぜ知的好奇心を高

めるんだというのを、こちらとしては丁寧に丁寧にということで、これは本当にこの後

またよく、わかりやすいようにというのが大前提だと思いますので、貴重なご意見あり

がとうございます。もう１回読み直して、そういう部分は削除するなりさせていただき

ます。 

○葉養委員長 どうもありがとうございました。 

  それでは、５章の箇所に移らせていただければと思ってございます。 

○石代統括指導主事 ５章、６章もあるんですけれども、これがまとめの部分です。説明

は、もしあれでしたら体系図の12ページというのが、５章をまとめたものです。施策の

27までありますので、それを説明したのが、この後にきています。基本的には基本方針

の７つ、それにぶら下がっている27の施策、そしてその施策の中にはどのような取り組

みがあるかというのが、その右側の具体的なものになっています。星印をつけたものが

新たな事業、そして先ほど第４章で出てきました重点的な取り組みにも下線を引いてご

ざいます。これにつきましては、これまで、基本計画、第４回、５回目ぐらいからずっ

とそれぞれやってきましたので、それをまとめさせていただいたものでございますので、

もし長いところですけれども、ご意見あるいはこうしたらいいということがありました

らよろしくお願いいたします。 

○葉養委員長 どうもありがとうございました。 

  それでは、施策の体系の箇所でお気づきの点ございましたらお願いしたいんですが、

いかがでしょうか。 

○井原委員 ５章全体ということでしょうか。 
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○葉養委員長 ええ、５章全体でお願いします。 

○石代統括指導主事 はい、５章全体。 

○葉養委員長 総まとめの箇所が、Ａ３判の大きい紙になっているということでございま

す。 

  はい、どうぞ。 

○田中委員 先ほどからこだわって申しわけないんですが、先ほどの１番の知性を磨く、

個性を伸ばす教育の主要事業のところに、新たな事業として少人数教育の推進というの

が入るんですね。それを、では少人数教育というのは、一体具体的に何をこれからされ

るのかなというふうに、13ページを読んでも「少人数」という言葉が出てくるのは、基

礎・基本の習得の活用型授業の充実の３行目の「学習指導員を活用し、少人数指導や習

熟度別指導などの指導方法の工夫・改善を図るとともに、」というふうなところにしか

出てこないんですね。普通、一般市民の方が、少人数教育というふうに聞いたら何をイ

メージするかというと、それは30人学級であったり35人学級をイメージするんですよ。

これを読んだら、ああ武蔵野市はそれについに踏み切ったんですねというふうに私はと

るだろうというふうに思うんですね。そういう思いで、では後ろを読むと、実は全然そ

れは出てきていない。学習指導員は、ましてや１人で授業は持てないというのが武蔵野

市のやり方ですから。私は少人数学級をつくってくれというふうに申し上げるのではな

くて、やはりその辺は慎重に構えないと、特にこれから文科省がどういう方針になるの

か、ここで政権が変わりましたからわかりませんけれども、少なくとも少人数指導と少

人数教育の言葉の開きはものすごく大きい。なので、ここは丁寧に扱わないと、またこ

こを明確にしておかないと混乱をするだろうというふうに思います。また、学習集団と

生活集団を一体のものとして考えるのか、また別のものとして考えていくのかというい

ろんな多様な考え方があるわけですので、そこはもう少し慎重にこの言葉を使わないと、

ちょっとそれぞれの思いで受け取ってしまう可能性があるかなというふうに思います。 

○葉養委員長 どうもありがとうございます。かなり重要な箇所だろうと思います。何か

ございますか、事務局のほうで。 

○磯川委員 少人数というのは、これは受ける側の子どもたちの編制が少人数という意味

じゃないんですか、これは。 

○田中委員 ええ。つまり、例えば今でも算数を３学級やると、それを１人加配が入ると

４つに分けて少ない人数でやりますよね。 

○磯川委員 ええ、やっていますね。 

○田中委員 それは、あくまでも一クラスの人数は変わっていないんです。算数の授業だ
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け少ない人数で入るわけですね。だから、30人学級、35人学級というのは生活集団も学

習集団もやっぱり少なくしてしまおう、そういう考え方もあるだろうし、そういう学習

に応じて少人数にしていきましょうという方法もあるだろうし、それはいろんな考え方

がやっぱりあるんだろうというふうに思うんですね。ですから、そこを明確にしないと

皆さんがいろいろなイメージで受け取ってしまうだろうというふうな思いをしています。 

○葉養委員長 何か事務局のほうの思いというのは。 

○石代統括指導主事 そうですね。田中先生がおっしゃったように、少人数指導というの

は今やっている加配がついたりとか、あるいは中には学習指導員なんかもつけてやって

いるところもあるというふうに聞いていますけれども、そのレベルです。 

  それから、少人数教育というと、やはり少人数学級ですか、例えば30人学級とか35人

学級とかいうのだと思います。そこら辺も、こちらは本当にどれだけ明確に出せるかと

いうのが、ちょっとこちらでもまだ固まってないところだったので、少人数教育という

形を出していますが、そうですね、田中校長先生のおっしゃったとおりなので、これが

うまく伝わるように、これが何を言っているのかというものを少し丁寧に、前のほうで

は説明させていただくようにしていきますので。 

  ありがとうございます。 

○葉養委員長 どうもありがとうございます。 

  ほかにいかがでしょうか。 

  はい、どうぞ。 

○松澤委員 ちょっと細かいところで、これはまた事務局と詰めればいいことになると思

うんですが、15ページの10番、教育相談機能の充実のところで、「臨床心理士による市

立全小・中学校への訪問相談や」という、「訪問相談」という表現になっているんです

が、訪問相談というとほかの地区でもある、時々巡回して回るようなのもそういうこと

なんですね。武蔵野市、今、教育支援課の中では「派遣相談」という言葉を使っている

ので、そういう言葉に置きかえていただきたいということと、それから訪問相談や家庭

訪問を実施するという、この臨床心理士が家庭訪問をたくさんやっているように見えて

しまうんですけれども、実際に緊急とか何かの場合は家庭訪問も時々することはあるん

ですけれども、定期的な家庭訪問というのは、学校訪問の派遣相談員じゃなくて、適応

指導教室のほうにいる臨床心理士が家庭訪問しているんですよ。だから、ここのところ

ちょっとどういう表現にするか、後でまた事務局のほうと相談させてください。 

○石代統括指導主事 はい。ありがとうございます。 

○葉養委員長 どうもありがとうございます。 
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  ほかにいかがでしょうか。 

  どうぞ。 

○安藤委員 まず最初に、ちょっと質問なんですけれども、13ページの一番最後に「校内

の言語環境を整備し、」とあるので、ちょっとこの言語環境というのがどういうことか

なというのがわからなかったので、説明していただけるとありがたいです。 

  それから、質問だけ、では続けてしまってよろしいですか。 

○葉養委員長 ええ、どうぞ。 

○安藤委員 質問というか。16ページに、情報教育の推進というのがありまして、「ＩＣ

Ｔ機器を活用し、」とあるんですけれども、情報リテラシーというのは、インターネッ

トだけではなく、あらゆる情報手段の活用能力だと思うんですね。だから、ここはあえ

て狭い意味での情報教育にしているのか。広い意味でいったら、もちろん本を調べるこ

ともそうなんですけれども、人から聞いて情報をとってどう生かすかとかって、いろん

な情報手段のことが含まれていると思うので、そこをあえてここはインターネット関係

に集約したのかどうかというのが１つです。 

  それから、あとは実は今からふやしてほしいという意見ではないんですけれども、こ

こ、情報教育、環境教育、キャリア教育、食育というふうにしたんですけれども、夏休

みに市民社協というところが主催したふれあい福祉学習会、小学校３年生から６年生ま

での会に参加してきました。市民社協、武蔵野市の場合は「武蔵野市民社会福祉協議

会」とあえて市民というふうにつけているというふうに聞いているんですけれども、そ

れは公民館がなくて、コミセンというのとちょっと似ている部分があると思うんですけ

れども、そちらの市民社協のほうの2009年からの中期計画では、福祉学習というのが重

点課題なんだそうです。そのふれあい福祉学習会というのは、市内のデイサービスセン

ターとか老人ホームとかの職員さんですね、そういう方たちが先生になって、もっとも

そういう方たち、社会事業大学の講師なんかをしている方たちですから、先生の資格を

持っている方たちなんですけれども、そういう方たちがみずから自分たちで武蔵野市の

子どもたちに福祉教育をしてあげようという気持ちを持って開催したものだったので、

そういう基盤が武蔵野市の中にはあるということは、皆さんにお伝えしておいたほうが

いいかなと。今さらここに福祉教育を入れてほしいとは言わないんですけれども、そう

いうふうに感じましたのでお知らせしたいと思います。 

○葉養委員長 ありがとうございます。 

○磯川委員 １つの大きなあれですよね、視点としては。 

○葉養委員長 そうですね。冒頭のところをちょっと膨らませて、基本方針４の15ページ
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の一番下のところですね、ここのところを少し膨らませて、これは頭の部分、ここに何

か入れ込むという手はありますよね。各論で入れるというのもありますけれども、各論

だと何か事業をイメージしながら書き込まないといけないから、そうするとまたちょっ

と詰めが必要になってくるから、事務局サイドで。理念的な箇所に入れ込んでおいて、

後でまた事業については詰めていったほうが直しやすいかもしれないですね。ちょっと

事務局で、そのことを含めて検討いただければと思います。 

○石代統括指導主事 はい。 

○葉養委員長 ありがとうございました。 

  ほかに。 

○石代統括指導主事 今、安藤委員が、最初に幾つか、３つですか─の中の２番目まで

なんですけれども、言語活動の充実ということで、校内の言語環境、これ例えば掲示物

を含めたりそういったものですね、校内の掲示物の言語をきちんとさせたりとか、もち

ろん言葉遣いもそうですし、そういったものも含んで、こういった言語環境ということ

をうたっています。 

  それから、情報教育なんですけれども、そうですね、ＩＣＴの機器を使わなくても、

これはもちろん情報のリテラシーだとは思うんですけれども、ここに書いてあるのはそ

ういった機器等を使って、子どもたちの活用したり選択したりするような能力をという

ことで、ちょっとここでは狭い意味に書かれています。 

○葉養委員長 どうもありがとうございます。 

  ほかに。 

  どうぞ。 

○原委員 ちょっと最初に12ページの体系の図のことなんですけれども、ちょっとこの最

後の主要事業・取組というところに、丸印がずっとついているんですが、これはもしか

すると例えば基本方針１の知性を磨き云々の施策の１、基礎・基本の習得、活用型授業

の充実のための主要事業・取組というのは最初の丸と、そういう意味でしょうか。 

○石代統括指導主事 横に流れているということですか。 

○原委員 はい。 

○石代統括指導主事 はい、それを意識してつくりました。 

○原委員 そうすると、では施策のところで、５つあるところには丸が５つなきゃいけな

いでしょうし、２つのところは２つなきゃいけないでしょうしという、何か非常にその

表記の仕方があいまいなので。 

  それで、例えば基本方針１のところ丸が５つありますが、サイエンスフェスタの開催
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というのだけが前に飛んできているわけですね。これが４つ目の理科教育の充実にかか

わっていることであれば、市内大学・企業とのネットワークづくりの後に点を打ち、そ

の後につなげるものじゃないのかなとか。もしそれを、途中で切れてはいけないという

ので行を変えるのであれば、例えば２の学びの質を高める教育環境のところの上から２

つ目の２番は、教育アドバイザーの配置のところは、これ途中で切れていますので。要

するに、表記の仕方に何か統一性がないと。 

○石代統括指導主事 そうですね。上のサイエンスフェスタがちょっと下にきてしまって

いますので、変えていきます。 

○原委員 それから、例えば基本方針６のところには丸が２つに星が２つある。これどこ

かそういう並べ方をしているならば、僕はやっぱり22、23、24に対応した横並びにして

いかなきゃいけないんじゃないかとか、ちょっと細かいことで申しわけないんですが、

見る人にとって、まとめた図がかえって読み取りにくくなってしまっているというのは

まずいんじゃないのかなと思ったんですけれども。 

○葉養委員長 どうもありがとうございます。 

○石代統括指導主事 星印のところはちょっとわかりにくいので、もう１回、丸にする

なら丸にする、あるいは番号にして、番号に対応させるんだったら、例えば施策の番

号と…… 

○原委員 ごめんなさい、星は新たな事業なんでしょう。だから、これはこれでいいんで

すけれども、新たな事業が施策の１から27のどこに対応しているのかということが、は

っきりわかるようにしなきゃいけないんじゃないのかなということなんです。 

○石代統括指導主事 わかりました。わかりやすいようにします。 

○小山田委員 では、そこの同じ書きぶりで、基本方針のところに１、２、３、４、５、

６、７、施策でまた１、２、３、４、５、６、７と同じ数字がありますよね。ここもや

っぱり順位というか、重点があってだんだんとなると。でもそれが難しかったら、基本

方針のところにはあえて基本方針１、２番とか、基本方針２とつけて、こっちの１、２、

３、４だったら後ろにそろってくるんです。この辺はちょっと見るほうが見やすくやっ

てもらえればいいと。 

○石代統括指導主事 はい。 

○葉養委員長 どうもありがとうございます。①、②、③とか、その表記の仕方はありま

すよね。 

  ほかにいかがでしょうか。 

  どうぞ。 
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○原委員 ちょっと中身のことで幾つかあるんですけれども、まず１つは18ページの25番、

開かれた学校づくりの充実のところに、例えば学校施設の開放、「地域開放を進めてい

きます。」なんていうのは、何かこういうのは申しわけないんだけれども、挙げてほし

くないんです。つまり、開かれた学校づくりの充実に、学校施設の地域開放というのは

果たして本当に学校教育となじむのかということなんです。学校教育にタイトルを変え

るのであれば、まして教育基本政策、施策、計画でも、この言葉は違うんじゃないかと

思って読んだんですけれども、この内容は。学校施設の地域開放というのは、教育基本、

何だっけ、最初の策定、基本計画…… 

○石代統括指導主事 学校教育、そうですね。 

○原委員 元の仮称に…… 

○石代統括指導主事 教育基本計画。 

○原委員 教育基本計画でも、これはなじむのかなというふうに思ったんですけれども。 

○安藤委員 「地域のコミュニティの拠点として、」というところがすごく重要だと思う

んですけれども、これはむしろ生涯学習計画のほうに進めてもらいたいなという部分な

んですけれども、私はだからそういう意味では重なる部分があるので、入っていてとい

うか、むしろ入っていてほしいなと思うんですけれども、学校側としては…… 

○原委員 そうじゃないんです、ごめんなさい。地域のコミュニティの拠点としての学校

施設の開放というのには、子どもが何にもないんです。 

○磯川委員 だから、それは学校教育とは別の話じゃないかということを、校長先生が…… 

○原委員 だから、ここに取り込む施策じゃないんじゃないかということなんです。 

○磯川委員 だから、学校の基本計画を今つくろうとしているわけだから、ちょっと別の

政策の話じゃないかということをおっしゃっておられるんでしょう。 

○原委員 そうですね。 

○磯川委員 私もそう思います。 

○安藤委員 でも、多くの人に学校に来てもらって、学校を知ってもらって…… 

○磯川委員 それはそうなんだけれども。 

○安藤委員 学校を応援してもらって…… 

○原委員 それは、申しわけないけれども、施設開放じゃないです。 

○安藤委員 施設開放。 

○原委員 つまり、部屋は、部屋、会議室や体育館や、そういうものを地域に開放すると

いうこととは違います。と思うんですけれども、私は。 

○磯川委員 だから、開かれた学校づくりという意味合いの中に、そういう学校施設の地
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域開放というのが入ってくるかという話ですよね、この政策の中に。 

○原委員 そういう面は、決してないわけじゃないと思いますが、ただ今回のこの中身に

ふさわしいかということを考えたときには、ちょっと視点が違うんじゃないのかなとい

うふうに感じたんです。 

○葉養委員長 はい、どうぞ。 

○鈴木指導課長 学校教育の視点からといったときの開かれた学校づくりの充実は、今、

原委員ご指摘のように趣旨が違う部分があると思います。ですから、学校教育の視点か

らということで確認していますので、検討させていただくようなことになると思います。 

○原委員 そういう意味でいうと、よくわからないんですが、学校だよりやホームページ、

学校公開の充実ということで、例えば、では学校だよりを、開かれた学校づくりの充実

のために学校だよりを充実させるというのは、具体的にどういうことを言っているんで

すか。 

○鈴木指導課長 充実というのは、まだいろんな工夫ができるだろうというニュアンスな

んですね。今の体制もそうですけれども、改善、充実の余地があるというスタンスで、

学校だよりの方法もそうですし、ホームページの出し方もそうですし、学校公開の持ち

方もまだまだ検討の余地があるという認識を、私たちは充実という形で言葉で出してい

るわけです。 

○原委員 そんなことない。私、学校だよりをもっと充実させなさいというところも…… 

○安藤委員 先生、これ学校だよりは、この充実にかかるんじゃなくて、学校だよりなど

の情報発信に努めますなんじゃないですか。だから、もっともっと学校だよりを地域に

ということじゃないんですか。中身を充実、充実というのは学校…… 

○原委員 もっと広いところにまけということですか。 

○安藤委員 いや、今それぞれの学校がどこまでまいているかわからないですけれども…… 

○原委員 そうすると、学校だよりである特定の子どもの名前を挙げて、褒めることなん

かできなくなってしまう可能性があるんですが。例えば、不特定多数にまくことはでき

なくなってしまうんですけれども。 

○安藤委員 不特定多数。今、青少協とか…… 

○原委員 まいています。 

○安藤委員 地域の会を通じてまいていますよね。 

○石代統括指導主事 例えば、ホームページなんかでは、もちろん顔が、やっぱり正面か

らぽっときて、だれがというのがわからないようにしていただいたりとか、名前ももし

かしたらやっぱり出すときには気をつけなきゃいけないというようなことはわかります。
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そこら辺をもしいうのであれば…… 

○原委員 ホームページの充実というのは、いつかの校長会で教育長さんがおっしゃった

ように、もっと更新を、回数をふやせとか、内容を新しいものにしろとか、そういった

ことでわかるんですけれども、学校での充実というときにはイメージがわかない。 

○安藤委員 先ほどおっしゃったように、個人の名前をというのはあるとは思うんですけ

れども、地域に学校だよりが出てくるというのは、非常に学校を理解する上で有効なも

のだと思うので、そこはなくしてほしくないなと…… 

○原委員 やっていますよ。 

○安藤委員 はい。ですから、それをさらに充実させるのにはどうすればいいかというと、

でも地域向けと学校向けと２種類つくるわけにはいかないとは思いますけれども。 

○葉養委員長 そこら辺は非常に微妙な…… 

○石代統括指導主事 言葉、少し考えますので。 

○磯川委員 では、この開かれた学校づくり、この充実という意味は、要するに学校とい

うのを閉じられた社会にしてはだめですよということなんでしょう。だから、そのため

には学校サイドからも、要するに地域に向けてしっかり情報発信してくださいねという

意味で、それの工夫はいろいろあるんでしょうということなんでしょう。 

○石代統括指導主事 はい。 

○葉養委員長 法律上も、学校教育法の中に、学校情報の開示の努力義務というのが入り

ましたので、教育三法の改正でですね。だから、流れとしては、こういう流れだろうな

と思いますね。だから、その手法の問題がいろいろ議論になっているので、その手法は

もう少し具体的な実施計画みたいなところで、またどうするかというあたりの議論もす

るんでしょうから、一応趣旨だけは、これは外すというわけにはいかないですよね、や

っぱりこれはね。 

○小山田委員 開かれた学校づくり自体が、地域の学校運営への参画の拡大とか、地域の

学校支援体制の充実というものなんですよ。開かれた学校づくりってすごく大きいんで

す。だから、それがここに入ってしまっていて、中身がホームページで情報を発信する

だけのことしか書いていないから、非常にこの開かれた学校づくりというのが小さくと

らえられてしまっているんですね。だから、開かれた学校づくりというからには、これ

だけでは到底ね。ただ、一方的な発信で情報をたくさん与えるだけでは開かれた学校づ

くりとはいえない。やっぱり人材を授業の中に活用したりとか、両者がお互いに子ども

を育てるという大もとが入っていないと、何か技能的、ニーズ的な面が開かれたという

ことになっているので、ここのだから置き方をもうちょっと工夫したほうがいいんじゃ
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ないかなと。 

○葉養委員長 どうもありがとうございます。 

  基本方針７の最初の４行のあたりを膨らませた形で、見ていったときに３つだけでい

いのかという多分疑問、それで３つ目、25番は特に情報開示と、それから施設開放の２

つしか各論として出ていないものだから、ちょっと違和感を生んだということじゃない

かな。 

○磯川委員 この部分に関して言ったら、この会議でもそんなに突っ込んで議論できてい

るわけじゃないですよね。やっぱりちょっと議論が生煮えのままで終わっているところ

があるんだろうと。 

○原委員 それともう１つなんですが、同じところなんですが、26番の、さっき申し上げ

たんですけれども、地域と協働した学校づくりというのが、僕はいろんな解釈が生じる

んじゃないのかなということを感じているんです。 

○葉養委員長 そこら辺の段階はちょっと、パブリックコメントで一般市民の方がどうい

うふうに反応するかということもあるので、まだ最終決定ではありませんので、一応あ

と１週間ぐらいしか時間的にないということもございますので、事務局にゆだねるとい

うことで、大枠はここら辺でいくというあたりでまとめるしかないかなと思うんですけ

れども。きょう出たような意見を少し反映していただいた、修文をちょっとつくってい

ただくという必要がありますので。 

○原委員 時間がちょっと過ぎてしまっていて申しわけないんですが、地域と協働した学

校づくりというのは、さっきの学校運営への参画とはまたはるかに違う言い方だと僕は

思っているんですね。 

○井原委員 私も違和感があります。 

○原委員 これすごく広いことを言っていると思うんですけれども、例えば地域と協働し

た学校づくりというのはどういうことをイメージしているのかというのは、これ読む人

によってすごく違うと思うんですけれども、そういうことが例えば何というんですか、

施策というもので出てしまっていいのかなという気はしているんです。 

○葉養委員長 ここのところは磯川さんおっしゃったように、余り議論しなかったところ

ですよね。重要な問題なんだけれども、各論として余り突っ込んでこなかった箇所なん

ですね。 

○磯川委員 逆に、あと来年の春までの議論で、この辺が中心になってくるんじゃないか

と。 

○葉養委員長 そうですね。微妙にやっぱり市民の感覚と教育界の感覚がずれる箇所なん
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ですね、余りだから。ただ、協働と言うからには、やっぱり思いをある程度１つの枠の

中に入れていかなかったら協働なんて成り立ちませんから、だから余り先を急がないほ

うがいいのかもしれないですね、まだ十分議論が詰められている箇所じゃないから。と

りあえず言葉遣いを、これは余りここで変えるということになると、また議論しなきゃ

いけないですよね。 

  だから一応事務局案で、事務局のほうで、１週間しかありませんので、文言だけは整

理していただいて、パブリックコメントのときに、委員さんがパブリックコメントに参

加してもいいわけですよね、これはね。いけないということはないですよね。言い足り

なかったら、意見を出したということでもいい。だから、そういう理解でちょっと…… 

○磯川委員 だから、逆に言うと今の地域と学校とのかかわり合い方に対して、もう一歩

踏み込むべきじゃないかという考えを、要するに教育部が持たれているということじゃ

ないかなという気はするんですよね。じゃないかと思うんです。要するに、今の現状じ

ゃなくて、もう一歩踏み越える何かが…… 

  要するに、そういう問題意識があるんじゃないかなという気がしますし、それから校

長先生なんかがおっしゃるのは、その辺をいいころかげんに踏み込んできてほしくない

という現場サイドの気持ちも当然あるだろうと思います。だから、その部分はもうちょ

っとやっぱり議論をすべきテーマだろうという気はしますけれども。 

○葉養委員長 そうですね。 

○原委員 もう少し踏み超えるべきじゃないかということに、はいという返事をしてしま

っていいんですか。 

○鈴木指導課長 そうですね。これからの学校づくりをどう進めていくかということを含

めて、この場で議論していただいていいんだと思うんですね。ですから、学校現場のサ

イドもあれば、学校を取り巻く地域あるいは保護者の思いがあるわけですから、そのあ

たりでご意見いただきながら、今後、武蔵野の学校づくりをどう進めていくかというこ

とを話題にしているわけです。今、原委員のおっしゃることも１つのご意見でしょう。

今後検討していくという趣旨で出ているわけです。ですから、コミュニティスクールに

なったらどうするかということも含めて、今回、表には出ていませんけれども、そうい

うことも含めてこれからパブリックコメントでも出てくるご意見だと思っていますので、

そのように考えます。 

○葉養委員長 どうぞ。 

○原委員 例えば17ページの22番の子どもたちが安心して安全に学校生活が送れる施設の

定期的な点検に努めるとともに、計画的に改修・整備を実施しますと、こういうことを
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ここに挙げる言葉なのかなという気がするんですけれども。「えっ、今までやっていな

かったんですか。」と言われかねないんじゃないかと思うんですが。だから、さっきも

言ったように、何か当然のことが書かれてしまっていいのかなというね。これは「教育

委員会、今までやっていなかったんですか。」と言われかねないんじゃないかなと、こ

ういう表現、表記の仕方は。 

  例えば、これまでの定期的な点検が年に１回だったのを半年に１回にしますというん

だったらまだわかるんですけれども。これストレートに読んだら、今までやっていなか

ったんですかと思うんじゃないかと思うんですが。 

○葉養委員長 そうですね。大分時間が超過いたしまして、18ページの時計数字Ⅲのとこ

ろは、例えば学校と地域が協働したと、協働というのは連携、協力とちょっと違うんで

すよね。ちょっとインボルブメントという、コラボレーションという英語ですから、パ

ーティーシペーションよりもさらに進行したという。だけど、囲みの中を見ると、「連

携や協力を強化し、役割を補完しあい、」と、これだけなんですよね。その後に「協働

した教育を」となっているから、タイトルが協働した教育になってしまっている。だか

ら、学校と地域が連携や協力を深める、学校と地域が連携、協力した教育ぐらいにして

おいて、これは後で事務局でちょっと検討してほしいんですけれども、学校と地域が協

働じゃなくて、学校と地域が連携や協力した教育というふうにしておいて、それで基本

方針７の囲みのところも、例えば学校と地域が一体となりという表記よりは、国が再生

会議なんかで言っているのは総がかりでという言い方ですよね。社会総がかりでという。

だから、学校と地域が総がかりとなり取り組む教育、一体というと何かやっぱり協働と

いうニュアンスになってしまうので、例えばそういう文言で弱めるというか、それで下

のところは25、26、27は、このままにしておいても、26は開かれた学校づくり協議会の

話ですから、内容的にはですね。25から27は、25は少し直す必要があるかもしれないけ

れども、基本的にはこうしておくという、そこら辺で何か落着させるという手もあるか

なという。協働という言葉が、やっぱりそこまで踏み込んでいくとなると、各論を相当

詰めていかないと、それで各論の中に法律上のコミュニティスクールでいくのかとか、

民主党のマニフェストに入っている、では学校理事会を制度化するところまでいくのか

とか何か、そういう話も詰めていかないといけないということになるから、とりあえず

協働という言葉じゃなくて、連携や協力あたりでとめておいて、表記はですね。という

手もあるかなということです。その点も含めて、ちょっと事務局のほうで、あとはお任

せいたします。 

  いかがでしょうか。もうちょっと10分過ぎてしまいましたけれども、充実した議論が
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進んでおりまして、ただこの議論を続けますと、多分12時ごろまでになってしまう可能

性があるので、パブリックコメントって委員さんが出すというのはまずないんだろうけ

れども、出してもいいわけですよね。出してはいけないというのはないんですよね、意

見があった場合に。ちょっと言い尽くせなくて…… 

○秋山教育企画課長 それはでも、こういう場がございますので、またいろんな、出てき

たパブリックコメントに対して、皆さんもそういう関係した議論をいただきたいと思い

ます。我々のほうで、それを次回まとめて、こんな考えでどうかということで、その対

策等も示して表にして出したいと思っていますので、それに関して、いやこれはこうだ

ということでまたご議論いただければいいと思っております。わざわざパブリックコメ

ントに出さなくても、次回に意見をいただければ構いませんので。 

○葉養委員長 いや、どうしても言いたいということがあれば。 

  それでは……。 

  どうぞ。 

○松澤委員 戻って、これちょっと入れておいたほうがいいかなと思うので。いいですか。 

○葉養委員長 ええ、どうぞ。 

○松澤委員 第３章の７ページ、（３）の体力、運動能力のところで、子どもたちがそれ

落ちていることについて、「原因としては、日常生活や遊びの中でからだを動かすこと

が減少しているほか、」と、なぜそうなのかということが出てきていない。その後は、

塾や遊びごととか出てくる。やっぱり生活の便利化とか、テレビやゲーム機器の普及な

どによって、その日常生活や遊びの中でという、何か背景をちょっと一言やっぱりここ

は入れたほうがいいように思いますので、またちょっとそこのところを。 

○葉養委員長 ありがとうございます。 

  ほかに。 

  どうぞ。 

○田中委員 すみません、時間がないので。井原委員さん、今Ｐ連の会長ですよね。会長

でいいんですよね。これ一番最後の策定委員会名簿のところ、井原委員さんのところが

副会長になっていますので…… 

○井原委員 ただ、こちらにきたときは副会長の立場できてたので。 

○田中委員 では、どうするんでしょうね、これはね。 

○井原委員 これは、ご都合のいいほうに…… 

○秋山教育企画課長 わかりました。最新でさせていただきます。 

○葉養委員長 ほかによろしゅうございますか。もう一言、言わせてくれというのはござ
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いますか、最後にと。よろしゅうございますか。 

  では、あとはパブリックコメントに、ぜひ書きたいという委員さんはお願いしたいと。 

  次回の日程は…… 

○秋山教育企画課長 きょういただいた意見に関しては、時間が少ないんですけれども、

我々のほうで修正等を加えて、葉養委員長のほうにも、こちらのほうでこうしたという

ことをご報告して、一任させていただきたいと思いますけれども、よろしいでしょうか。 

          （「はい」の声あり） 

○秋山教育企画課長 次回は11月20日の金曜日、場所はこの812で、時間は７時から９時

と、同じ時間になりますのでよろしくお願いします。内容としては、市民の意見に関し

て、こちらのほうで報告書とか出していって、皆さんにまたご議論いただきたいと思っ

ております。 

  以上です。 

○葉養委員長 どうもありがとうございました。 

  それでは、長時間にわたりまして非常に充実した、きょうは、いつもそうでしたけれ

ども、きょうは特に充実していたと思います。今後ともぜひご協力をお願いしたいと思

います。 

  どうもありがとうございました。 

午後 ９時１２分閉会 

 


